



















































また、本研究では高コンテキストと低コンテキスト言語の違いを、以下の図 1（1）ら図 4で示す。 
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  うん〜、家にある菓子食べれば。      （「代案提示」）（権 2007:351） 
（2）（ケーキをどうぞと勧める友人に対して断る場面） 
  la              「直接的断り」 
  (No) 
    bsaraħa ana ăndy ħomoda.    「理由」 
    (Frankly,I suffer from some acidity.) 
    msh ha`dar akol cake.        「直接的断り」 
    (and will not be able to eat cake.) 
    maălsh                   「謝罪」 
    (Sorry) 














   ma`darsh aroħ                       「直接的断り」 
    (I cannot go) 
  aăod hnak lewaħdy   「理由」 
    (and stay there by myself) 
  heya băyda gdan ăan ahly  「理由」 
    (It`s very far from my family) 
   (aman,lazem akhud baly men mamty)  「理由」 
    (Besides, I also have to take care of my mother) 
    w ma`darsh asafer elmasafa dy kolaha   「理由」 
    (and I cannot travel all this distance) 
    waăod lewaħdy fi elwagh elebly   「理由」 
    (and live alone in Upper Egypt)              
      （「直接的断り」+「理由」+「理由」+「理由」+「理由」+「理由」） 












 研究の出発点として、まず Facebookに載っていた以下の記事を紹介する。 
 記事のタイトルは、「7 ways Egyptians Say “No” without saying “No”」である。タイトルから分かるよう
に、アラビア語母語とするエジプト人も直接的に“No”とは断らずに、拒否を表すことができる。それ
らの表現または、方法は以下のとおりである。 
1- In sha allah （アッラーが望めば）     「断り発話」 
2- Shokran  （ありがとうございます） 「飲物や食べ物の勧めに対する断り」 
3- Tayeb mashi （はい、分かりました） 「指示、命令に対して用いる」 
4- Bokra bokra  （明日、明日）  
5- Ha7awel , ashoof  （〜ようにする、見てみる） 「断り発話」 
6- 7ader   （分かりました） 「指示、命令にに対して用いる」 













4.「In sha allah」について 
 断り発話の中で「In sha allah」（アッラーが望めば）が使われることが多い。では、なぜ特に断り発話
の中で、もしくは（No）と断りたいときに、「In sha allah」が使われるのかについて以下で説明する。 








（4） A: Bokra hatruh elgamaa ? 
（明日学校へ行きますか。） 
B: Ah In sha allah     
  In sha allah            （作例） 
（はい、In sha allah.）  （100%本来の意味を表している） 
（5） A:Ana lmma aruh elyaban hakul sushi kol yom. 
（私は日本に行ったら、毎日寿司を食べに行く。） 
B:Ooly in sha allah. 
   （in sha allah と言いなさい。） 
しかし、上記のように本来の意味を表す「in shaa allah」以外、拡張した断りの機能を表す「in shaa allah」
の例も見られる。 
（6） 断りの意味で使われる例（依頼と勧めに対して） 
A: Bokra hanruh kolna nakol ,msh hatygy maana? 
（明日、みんなで食事しに行く予定だけど、一緒に行かない。） 
B: In sha allah  （50%は本来の意味、50%は断りの意味）     （DCT調査から） 





A: Ehna rayheen netfasah sah ! 
（これから遊びに行くんだよね。） 
B: In sha allah 
A: Msh in sha allah, ehna hanruh. 
（In sha allahじゃないんだよ。行くんだよ。） 
B: Ana maoltsh Laa. Baool In sha allah 
（いやとは言っていないでしょう。In sha allah だって。） 
A: Battaly b2a. 
（子どもが泣きながら）（やめてー。） 
（8） A: Ayza albes fostan 
（洋服を着たいの。） 
B: Ehna khalas blail . elbsy el bejama. 
（もう夜でしょう。パジャマ着なさい。） 
A: Laa ayza albes fostan. 
（いや、洋服着たいの。） 
B: In sha allah, In sha allah. 
A: Laa baa. 
（泣きながら）（いやだー。） 



















（9） A: Etfaddal takol cake? 
87 
（どうぞ、ケーキ食べますか。） 
B: Shokran.        ＝（結構です。大丈夫です） 
（ありがとうございます） 
（10） 家族同士の場合 
A: takol cake? 
（ケーキ食べる。） 
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